
［もくじ］ 

◆市政の窓―――― 
◆川島万葉植物園 
　－表紙写真－―――― 
◆議会だより――――― 
◆人権講師団紹介濆―― 
◆平成18年度水道事業会
計決算のあらまし――― 
◆吉野川文化探訪フェスティ
バル・ジャズフェスティバルプ
ログラムのご案内― 
◆男女共同参画―――― 
◆人権とぴっくす―――― 
◆ごみを考える！――――― 
◆バスに乗ってみませんか？― 
◆できごと――――――― 
◆お知らせ――――――― 
蘆平成１９年度日本赤十字社費
募集結果報告 
蘆平成１９年度吉野川市戦没者
追悼式 
蘆１０月は労働保険の適用促進月間 
蘆１０月は国民健康保険税の納
付月 

◆催し―――――― 
蘆吉野川市生涯学習講座合同
人権講演会 
蘆介護予防講演会～音楽で豊
かな人生を～ 
蘆平成１９年度吉野川市文化祭 
蘆第６回鴨島町児童館合同「子
どもゆめまつり」 
蘆子育て支援講演会 
蘆子どもは川で育てなさい！  吉野
川まるあそび 
蘆第９９回まちかどコンサート 
◆相談―――――――― 
蘆巡回職業相談 
蘆法務総合相談 
蘆女性の人権ホットライン全国一
斉強化週間 
◆募集―――――― 
蘆美郷一周駅伝大会 
蘆英会話講座 
蘆中国語講座 
蘆ＪＩＣＡボランティア平成１９年度
秋募集 

蘆とくしま県民カレッジ講座「美味
しく食べて健康に」参加者募集 
蘆第３回こうつウオークｉｎ吉野川 
蘆四国観光検定 
◆文化研修センター通信― 
◆鴨島公民館だより―― 
◆鴨島老人福祉センターだ
より―――――――― 
◆アメニティセンターだより― 
◆健康―――――― 
蘆高齢者のインフルエンザ予防
接種 
蘆健康づくり教室・介護予防教室 
◆図書だより――――― 
◆青少年育成補導――― 
◆市内での火災・救急出動、
今月の納税、人権相談・行
政相談・司法書士会によ
る無料法律相談、市民のう
ごき―――――――― 
 
◆第67回鴨島大菊人形― 
◆休日・夜間在宅当番医表― 

お　い 

笆～笳 
 
笳 
笘 
笘 
 
笙 
 
 

笞～笵 
笨 
笨 
笶 
笶 
筐 
筺 
 
 
 
 
 
 
 

筺～笄 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
筍 
 
 
 
 

筍～笋 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
筌 
筌 
 
筌 
筌 

筅～筵 
 
 
 
筥 
筴 
 
 
 
 
筴 
 
筧 
筧 

10月号 2007.10.10vol.37

発行／吉野川市　編集／総務部秘書企画課 
〒776-8611徳島県吉野川市鴨島町鴨島115-１ 
●TEL.0883-22-2221　●FAX.0883-22-2244
●URL  http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/
●E-mail  mail@city.yoshinogawa.lg.jp

総合防災訓練 

自分たちの地域は 
　　　　自分たちで守る！ 
 



振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
こ
こ

に
至
る
ま
で
の
３
年
間
、
私
は
、

合
併
に
伴
い
山
積
し
て
い
た
諸
課

題
の
解
決
、
特
に
旧
町
村
ご
と
に

異
な
る
制
度
間
調
整
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
簡
素
で
効
率
的
な
行

財
政
運
営
を
め
ざ
し
、
組
織
の
ス

リ
ム
化
や
経
費
の
節
減
・
合
理
化

に
努
め
、
施
設
の
民
営
化
や
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
、
市
政

を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
の
各
般
の

施
策
を
積
極
的
、
か
つ
誠
心
誠
意

努
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
投
資
的
事
業
に
関
し
て

も
、
合
併
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ

国
内
最
大
級
の
文
化
の
祭
典

「
第
２２
回
国
民
文
化
祭
・
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
２
０
０
７
」
い
わ

ゆ
る
「
お
ど
る
国
文
祭
」
が
、
１０
月

２７
日
か
ら
１１
月
４
日
ま
で
の
９
日

間
に
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
市
で
も
、
１
０
０
日
前
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
催
し
た
７
月
の

「
ジ
ャ
ズ
と
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
皮
切
り
に
、
１０
月
２８
日
の
「
吉

野
川
文
化
探
訪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」、
そ
し
て
１１
月
４
日
の
「
吉

野
川
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
逐
次
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
ジ

ャ
ズ
、
邦
楽
な
ど
を
市
民
の
皆
さ

ん
方
に
身
近
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
と

文
化
の
発
展
を
め
ざ
し
、
準
備
に

万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、

９
月
１
日
の
『
防
災
の
日
』
に
吉

野
川
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
運
動
場
で

約
３
８
０
人
の
参
加
の
も
と
、
防

災
関
係
機
関
と
市
民
と
の
連
携
・

協
力
訓
練
を
実
施
し
、
併
せ
て
、

鴨
島
運
動
場
で
行
わ
れ
た
「
徳
島

県
総
合
防
災
訓
練
」
に
は
吉
野
川

市
自
主
防
災
会
、
消
防
団
等
約
１

５
０
人
が
具
体
的
な
被
害
を
想
定

し
た
訓
練
に
参
加
し
、
防
災
意
識

の
高
揚
、
啓
発
並
び
に
防
災
力
の

向
上
に
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

南
海
地
震
に
対
し
て
の
防
災
体

制
を
構
築
す
る
上
に
お
い
て
も
、

防
災
訓
練
は
極
め
て
有
効
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
効
果
的
な

訓
練
を
定
期
的
、
継
続
的
に
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

す
。
こ
れ
ま
で
貫
い
て
き
た
基
本

姿
勢
で
あ
る
公
平
・
公
正
な
市
政

運
営
を
今
後
も
引
き
続
き
堅
持

し
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
十
分
に
お
聞
き

し
つ
つ
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
従
来
に
も
増
し
て
、
市

政
へ
の
ご
関
心
と
ご
参
画
を
い
た

だ
き
、
と
き
に
は
痛
み
を
伴
う
場

合
も
あ
る
か
と
は
存
じ
ま
す
が
、

何
と
ぞ
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
将
来
に
わ
た
る
吉
野
川
市
の

ま
ち
づ
く
り
を
共
に
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
地
域
防
災
力
の
強
化
を

重
点
目
標
と
し
て
、「
自
分
た
ち

の
地
域
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
守

る
」
を
合
い
言
葉
に
、
市
内
全
域

で
自
主
防
災
組
織
の
結
成
・
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
行
政
の

防
災
対
策
の
強
化
と
併
せ
て
自
主

防
災
組
織
が
有
効
に
機
能
す
る
こ

と
が
災
害
時
の
被
害
軽
減
に
つ
な

が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
、
今

後
、
早
い
時
期
で
の
結
成
率
１
０

０
％
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

た
施
設
の
改
築
等
に
取
り
組
み
、

重
要
な
社
会
資
本
の
整
備
に
つ
い

て
も
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
優

先
順
位
を
付
け
つ
つ
、
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

こ
の
間
の
国
・
地
方
を
通
じ
た

財
政
環
境
は
大
変
厳
し
く
、
社
会

保
障
関
係
費
が
増
加
の
一
途
を
た

ど
る
中
、
自
主
財
源
の
乏
し
い
本

市
に
と
っ
て
、
非
常
に
厳
し
い
財

政
運
営
が
続
い
て
お
り
、
こ
の
状

況
は
今
後
も
続
く
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
新

生
「
吉
野
川
市
」
の
土
台
づ
く
り

の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
革
・
改

革
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま

だ
ま
だ
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
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市政の窓 市政の窓 

9月3日の平成19年9月吉野川市議会
定例会開会日、川真田市長は、平成
19年度のこれまでの取り組みと今後
の展望について、その所信を表明し、
市民の皆さんや市議会に理解と協力を
求めました。要旨は次のとおりです。

町
村
合
併
に
伴
う
諸
課
題

の
解
決
と
簡
素
で
効
率
的

な
行
財
政
運
営
の
実
現

市
民
の
安
心
・
安
全

7月に行われた「ジャズと邦楽コンサート」

地
域
の
活
性
化
と
情
報
発
信

自主防災会の方々による簡易担架の作成



世
代
間
の
交
流
を
図
り
、
豊
か

な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
と
と
も

に
、
社
会
福
祉
や
介
護
の
基
礎
知

識
、
介
護
技
術
を
習
得
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地

域
福
祉
や
介
護
の
担
い
手
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
年

度
初
め
て
中
学
生
を
対
象
と
し
た

介
護
基
礎
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。こ

の
研
修
は
、
鴨
島
東
中
学
校

の
生
徒
を
対
象
に
、
７
月
２５
日
か

ら
１１
月
２４
日
ま
で
の
間
に
計
２２
時

間
に
わ
た
り
実
施
し
ま
す
。
修
了

後
、
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

ま
た
、
昨
年
本
市
を
は
じ
め
県

内
各
地
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
映
画

「
眉
山
」
が
全
国
の
映
画
館
で
上

映
さ
れ
好
評
を
博
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
れ
に
続
き
、
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
化
の
話
が
進
み
、
８
月
１
日
に

は
ド
ラ
マ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
眉
山
」

の
撮
影
が
、
本
市
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前

周
辺
で
、
吉
野
川
市
阿
波
踊
り
振

興
協
会
を
は
じ
め
、
多
数
の
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の

放
映
は
、
本
市
の
観
光
振
興
に
つ

な
が
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
大
い

に
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
県
と

も
ど
も
関
係
機
関
に
働
き
か
け
、

今
後
と
も
本
市
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

は
、
８
月
７
日
、
外
部
有
識
者
で

構
成
す
る
「
行
財
政
懇
話
会
」
を

開
催
、
行
財
政
改
革
実
施
計
画
に

基
づ
く
進
捗

し
ん
ち
ょ
く

状
況
に
つ
い
て
報
告

し
、
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
等
を
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ご

意
見
を
踏
ま
え
、
今
後
も
行
財
政

改
革
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
鋭
意

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
行
財
政
改
革
実
施
計
画

に
位
置
づ
け
て
い
る
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
制
度
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
が
実
施
し
よ
う
と
す
る

重
要
な
施
策
に
つ
い
て
、
あ
ら
か

じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
方
か
ら
ご
意

見
を
募
り
、
そ
れ
を
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
早
期
の
制

度
創
設
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

地
域
福
祉
の
充
実
と
中
学
生
の
健

全
育
成
を
図
ろ
う
と
す
る
県
内
初

の
試
み
で
す
。

ま
た
、
こ
の
研
修
は
講
師
と
し

て
、
知
識
・
経
験
を
有
す
る
市
健

康
福
祉
部
の
関
係
職
員
を
は
じ

め
、
市
内
の
福
祉
関
係
事
業
者
や

徳
島
中
央
広
域
連
合
の
協
力
を
得

る
こ
と
に
よ
り
、
経
費
を
か
け
ず

に
専
門
的
な
知
識
を
身
に
付
け
て

い
た
だ
け
る
こ
と
も
大
き
な
成
果

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

2007年（平成19年）10月10日
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JR鴨島駅前周辺で行われたドラマ撮影の様子

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
育
成

介護の基礎知識を学ぶ生徒たち

簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政

基
盤
の
確
立

8月7日に行われた行財政懇話会の様子

川
島
万
葉
植
物
園
に
あ
る
ネ
ム

ノ
キ
は
、
６
月
か
ら
７
月
ご
ろ
に

か
け
て
淡
い
ピ
ン
ク
色
の
花
が
咲

き
、
訪
れ
る
人
の
心
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。
名
前
の
由
来
は
、

鳥
の
羽
に
似
た
葉
が
夜
に
は
、
自

然
に
閉
じ
て
木
が
眠
っ
た
よ
う
に

見
え
る
こ
と
か
ら
、
ネ
ム
ノ
キ
と

い
う
名
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

万
葉
集
に
は
、
紀
女
郎
（
き
の

い
ら
つ
め
）
の
詠
ん
だ
次
の
よ
う

な
歌
が
あ
り
ま
す
。

『
昼
は
咲
き
　
夜
は
恋こ

い
寝ぬ

る

ね
む
の
花
　
君
の
み
見
め
や
　
わ

け
さ
え
に
見
よ
』

「
昼
は
花
が
咲
き
、
夜
は
葉
が

慕
い
あ
っ
て
閉
じ
る
ネ
ム
ノ
キ

を
、
主
人
だ
け
が
見
る
の
で
な
く
、

あ
な
た
も
見
て
ほ
し
い
」
と
い
う

意
味
で
す
。

川
島
万
葉
植
物
園

ネ
ム
ノ
キ

マ
メ
科〈表紙写真〉

高齢者福祉の制度とサービスについて説明する市職員



平
成
１９
年
９
月
市
議
会
定
例
会

が
９
月
３
日
か
ら
２７
日
ま
で
の

２５
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、

市
長
が
提
案
し
た
２５
議
案
す
べ

て
が
原
案
ど
お
り
可
決
・
報
告

等
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◇
平
成
１８
年
度
吉
野
川
市
水
道
事

業
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

水
道
事
業
会
計
決
算
の
概
要
は
、

５
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

◇
平
成
１９
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

し
）
氏
＝
６０
歳
、
山
川
町
横
走

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

任
期
満
了
に
伴
い
再
度
選
任
す

る
た
め
、
議
会
に
対
し
て
意
見
を

求
め
ま
し
た
。

佐
藤
榮
一
（
さ
と
う
・
え
い
い
ち
）

氏
＝
６４
歳
、
美
郷
字
土
井
ノ
奥

宮
本
　
清
（
み
や
も
と
・
き
よ
し
）

氏
＝
６９
歳
、
山
川
町
町

三
木
田
岩
男
（
み
き
た
・
い
わ
お
）

氏
＝
７５
歳
、
鴨
島
町
内
原

任
期
満
了
に
伴
い
新
た
に
選
任

す
る
た
め
、
議
会
に
対
し
て
意
見

を
求
め
ま
し
た
。

佐
野
勝
代
（
さ
の
・
か
つ
よ
）
氏

＝
６０
歳
、
鴨
島
町
西
麻
植

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

任
期
満
了
に
伴
い
再
度
推
薦
す

る
た
め
、
議
会
に
対
し
て
意
見
を

求
め
ま
し
た
。

佐
野
久
子
（
さ
の
・
ひ
さ
こ
）

氏
＝
６４
歳
、
鴨
島
町
西
麻
植

◇
岡
山
地
区
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険

区
域
の
対
策
に
関
す
る
請
願

川
島
町
岡
山
地
区
の
急
傾
斜
地

崩
壊
危
険
区
域
の
対
策
を
県
に
要

望
す
る
請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

た
。

◇
平
成
１９
年
度
吉
野
川
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
１１
億
６

５
２
８
万
４
０
０
０
円
と
し
ま
し

た
。

◇
平
成
１９
年
度
吉
野
川
市
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
８
６
０

２
万
９
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
１９
年
度
吉
野
川
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

収
益
的
支
出
予
定
額
を
５
億
４

０
５
６
万
９
０
０
０
円
と
し
ま
し

た
。

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
い
新

た
に
教
育
委
員
会
委
員
を
選
任
す

る
た
め
、
議
会
に
対
し
て
意
見
を

求
め
ま
し
た
。

中
　
洋
子
（
な
か
・
よ
う
こ
）

氏
＝
５３
歳
、
川
島
町
钁
村

◇
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

任
期
満
了
に
伴
い
再
度
選
任
す

る
た
め
、
議
会
に
対
し
て
意
見
を

求
め
ま
し
た
。

先
山
順
容
（
さ
き
や
ま
・
の
ぶ
よ

当
初
予
算
編
成
後
に
補
助
金
等

の
内
示
が
あ
っ
た
事
業
や
、
財
源

調
整
を
行
う
必
要
の
あ
る
事
業
予

算
に
つ
い
て
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９

９
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１

７
４
億
５
８
４
０
万
１
０
０
０
円

と
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
内
容
の
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
と
く
し
ま
強
い
農
林
水
産
業
づ

く
り
補
助
金
（
農
業
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
事
業
）
５
２
０
万
７
０
０
０
円

○
土
地
改
良
事
業

１
７
０
０
万
３
０
０
０
円

○
林
道
整
備
事
業

３
９
０
万
円

○
治
山
事
業

７
２
０
万
円

○
市
道
新
設
改
良
事
業

３
３
９
４
万
円

○
市
道
維
持
補
修
事
業

４
０
１
０
万
円

◇
平
成
１９
年
度
吉
野
川
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
５２
億
６

９
９
８
万
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
１９
年
度
吉
野
川
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）歳

入
歳
出
予
算
総
額
を
３８
億
３

８
７
６
万
３
０
０
０
円
と
し
ま
し
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議
会
だ
よ
り

決
算
認
定

予
　
算

人
　
事

請
　
願

地
元
の
人
権
教
育
啓
発
講
師
団

が
人
権
問
題
解
決
の
た
め
、
各
地

で
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
師
団
紹
介
濆

講
演
テ
ー
マ

「
私
の
い
の
ち
」

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

山
川
町
在
住
。
山
川
公
民
館
長
。

潮
光
寺
住
職
。

命
を
見
つ
め
、
四
季
を
学
ぶ
。

「
春
」
良
し
、「
夏
」
良
し
、「
秋
」

良
し
、「
冬
」
良
し
。
自
分
の
都
合

だ
け
で
生
き
る
こ
と
を
ち
ょ
っ
と

変
え
る
と
、
あ
ら
不
思
議
。
イ
リ

ュ
ー
ジ
ョ
ン
の
よ
う
に
変
化
す
る
。

も
の
の
見
方
や
考
え
方
、
そ
し

て
違
い
の
違
い
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

「
あ
な
た
は
東
の
お
地
蔵
さ

ん
？
　
西
の
お
地
蔵
さ
ん
？
」

線
香
さ
ん
の
ほ
の
か
な
香
り
が

心
地
よ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課

蕁
澤
２
２
２
９

講
師
団
活
躍
中

傑
怪

藤
ふじ

繁
しげ

宣
のぶ

弘
ひろ



給水原価とは、有収水量１裙をお届けするために必要
な費用です。今年度は１２６円かかったことになりました。
費用の内訳は右の図のとおりです。
今後とも市民の皆さんの信頼に応えるべく、安心かつお

いしい水の供給と健全経営に努めていきます。ご協力よろ
しくお願いします。

収益的収支 

収入  5億5239万円 

支出  5億64万円 

水道料金  5億629万円（91.7％） 水道料金  5億629万円（91.7％） 

他会計からの繰入金 
加入金、手数料など 
その他  483万円（0.9％） 

人件費等 
　  総務費用 
1億2277万円 
（24.5％） 

人件費等 
　  総務費用 
1億2277万円 
（24.5％） 

減価償却費 
1億5466万円 
（30.9％） 

減価償却費 
1億5466万円 
（30.9％） 

その他 
1664万円 
（3.3％） 

企業債利息償還金 
5251万円（10.5％） 

2942万円（5.3％） 
1185万円（2.1％） 

メーター検針、料金徴収費用 
3112万円（6.2％） 

家庭まで水を送る費用  8329万円（16.7％） 

原水を浄水場までもってきて水をきれいにする費用 
3965万円（7.9％） 

収入  2億3258万円 

支出  4億288万円 

建設改良費 
2億7053万円（67.2％） 

建設改良費 
2億7053万円（67.2％） 

企業債元金償還金 
1億2944万円（32.1％） 

工事にかかる他会計からの繰入金 
1億1839万円（50.9％） 

その他、他会計からの繰入金 
199万円（0.9％） 

企業債 
1億1220万円 
（48.2％） 

企業債 
1億1220万円 
（48.2％） 

その他 
291万円（0.7％） 

資本的収支 

平成18年度水道事業会計決算のあらまし

2007年（平成19年）10月10日
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平成１８年度末の給水戸数は１万５０３１戸、年間総配水量は５１８万６０００裙です。
水道事業会計は、①「収益的収支」と、②「資本的収支」の２本立てで会計が成り立っています。平成１８
年度決算については、それぞれ次のとおりです。

収益的収支とは、水道水をつくり、皆さんのご家庭に送り届けるための経費と、その財源です。平成１８
年度は、約５１７５万円の黒字になりました。これは、老朽管更新事業など将来の水道施設の建設事業や、経
営の安定化資金などに使用します。

①収益的収支（消費税抜き）

資本的収支とは、水道施設を整備拡充するための経費と、その財源です。資金不足額は、減価償却費など
の内部留保資金（現金を伴わない支出）で補てんしました。

建設改良費のうち、主な建設事業は次のとおりです。
●山の南四反地線・県道西麻植下浦線石綿管布設替え工事
●川島特定環境保全公共下水道事業第４―１工区に伴う水道管布設替え工事
●川島特定環境保全公共下水道事業第４―２工区に伴う水道管布設替え工事
●国道１９２号線水道管布設工事（西工区）
●住吉地区水道管布設替え工事
また、地震などの災害対策として、配水池に緊急遮断弁を設置する事業も進めています。

②資本的収支（消費税込み）

人件費 
29.99円 
（23.8％） 

その他 
19.91円 
（15.8％） 

減価償却費 
39.31円 
（31.2％） 

減価償却費 
39.31円 
（31.2％） 

動力費 
8.95円 
（7.1％） 

1裙あたり 
給水原価 
126.01円 

修繕費 
14.49円 
（11.5％） 

支払利息 
13.36円 
（10.6％） 

《問い合わせ》 市水道課蕁瀚3199
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交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
　
「
か
ち
っ
」
の
音
が
　
命
を
守
る

武
田
　
紗
生
（
上
浦
小
学
校
四
年
）

12:30 

13:00 

13:05 

14:00 

 

 

14:20 

 

14:45 

 

15:30 

15:45 

16:00 

16:15

開場 

開会式 

邦楽管弦組曲「ホタルの歌」合同演奏 

対談「吉野川を語る」 

●みや　こうせい（写真家・作家） 

●原田　一美（児童文学作家） 

「おもっしょいでよ！　阿波のコトバ」 

●羽連ゆかり・阿波原人 

講演「吉野川の俳人 ―橋本夢道―」 

●みや　こうせい 

ホタル絵手紙展表彰式 

閉会式 

環境保護メッセージ風船飛ばし 

終了予定 

※その他、郷土食試食コーナー、お茶会、地元
物産販売、菊花展など盛りだくさんのイベ
ントがありますので、ぜひご来場ください。 

　吉野川市美郷は、美郷のホタルおよびその生息

の地として国の天然記念物に指定されています。

その「ホタル」をテーマにイベントを展開します。地

元の小学生と徳島邦楽集団が合同演奏する「ホタ

ルの歌」（三木稔作曲、原田一美作詞）は、「光の吹雪」

「明滅のトッカータ」「卵は生きている」「命まぶしく」

の4場面で構成され、語りとともに演奏します。美

郷のふるさと賛歌は、限りない夢とロマンの世界を

出現させてくれることでしょう。 

◇ホタル絵手紙展◇ 

10月28日豸～11月4日豸9：00～17：00、鴨島
公民館で、全国から応募のあったホタルをテーマと
した絵手紙を展示します。 

〈サブテーマ〉 のぞいて  触れて  感じて  みいへんで 

メインプログラム 吉野川文化探訪 
フェスティバルの 
みどころ！ 

おもっしょいでよ！ 
みんなきてな！ 

と　き  10月28日豸  午後1時～4時15分 
ところ　吉野川市鴨島公民館（鴨島町鴨島甲1番地） 

吉野川文化探訪フェスティバル 
　（吉野川市会場）プログラムのご案内 
吉野川文化探訪フェスティバル 
　（吉野川市会場）プログラムのご案内 
吉野川文化探訪フェスティバル 
　（吉野川市会場）プログラムのご案内 

蜻邦楽管弦組曲「ホタル
の歌」の合同演奏をす
る地元の小学生 

蜻ホタル大賞など
の各賞を決める
審査員（8月22
日に一次審査、
8月29日に二次
審査が行われま
した） 

「ホタルの歌」の合奏
練習に参加する市民 

子どもお楽しみコーナー 子どもお楽しみコーナー 

蜷 

○ホタル籠作りワークショップ 
　美郷ほたる館の住友千恵子さんの指導で、麦
わらのホタル籠を作製します。 
 
 

○「おはなし玉手箱」 
絵本の読み聞かせを行います。 

○アニメ劇場 
「とべないホタル」を上映します。 

○のっぽさんになろう（工作） 

◆駐車場は、鴨島公園、鴨島第一中学校です。 

※ホタル籠作りに参加する人を募集しています。（先着20人）
10月24日貉までに市国民文化祭推進係に電話でお申し
込みください。 

かご 

13:00～15：40　2階研修室ほか 
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交
通
安
全
標
語
優
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》

交
通
ル
ー
ル
　
ひ
と
り
が
か
わ
れ
ば
　
み
ん
な
も
か
わ
る

日
野
　
雄
貴
（
牛
島
小
学
校
四
年
）

11:30 

12:00 

12:30 

12:45 

13:11 

 

13:37 

14:03 

14:29 

 

14:55 

15:15 

15:30 

15:56 

16:22 

16:48 

17:14 

17:40 

18:00 

18:15 

19:15 

19:40

開場 

創作ジャズオペラ「つつじ姫」 

開会式 

オールウェイズジャズオーケストラ 

茨城県立水戸工業高等学校ジャズバンド部

「BLUE  BEGINNERS」 

岡山理科大学　Bon Bon Dream 

ファニーカンパニージャズオーケストラ 

徳島大学フルバンド部13 Orphans’

Jazz Orchestra 

カイナーズ 

休憩 

周南AMC 

ペイジワンジャズオーケストラ 

New  Sound  Waves  Jazz  Orchestra 

カウントハードジャズオーケストラ 

ザ・サニーサイドジャズオーケストラ 

ロイド・シャード 

休憩 

高橋達也＆ジャズグルービーズ 

総評、引継式・閉会式 

終了予定 

※その他、郷土食試食コーナー、地元物産販売、軽食コー
ナー、菊花展など盛りだくさんのイベントがありますので、
ぜひご来場ください。 

●高橋達也（テナーサックス） 
　1964年に発足した東京ユ
ニオンに参加。66年から4代
目リーダーになり、新鮮なサウ
ンドとファッショナブルなイメー
ジで話題を集め活躍。 

と　き　10月27日貍～11月4日豸 
ところ　阿波和紙伝統産業会館（吉野川市山川町川東141） 
内　容　阿波和紙を使った風景版画・日本画・和紙

造形作品等の展示やワークショップも開催
します。 

●エリック宮城（トランペット） 
●近藤和彦（アルトサックス） 
●片岡雄三（トロンボーン） 
●深井克則（ピアノ） 
●桜井郁雄（ベース） 
●海老沢一博（ドラム） 
●横山達治（パーカッション） 

メインプログラム 

みんなで聴きに 
きてね！ ゲストミュージシャンの 

メンバー紹介 

吉野川ジャズフェスティバル 
　　　　　プログラムのご案内 
吉野川ジャズフェスティバル 
　　　　　プログラムのご案内 
吉野川ジャズフェスティバル 
　　　　　プログラムのご案内 

蜻山川庁舎前に立てられ
た吉野川ジャズフェス
ティバルののぼり 

〈サブテーマ〉  流れ出すリズム・サウンド・ハート 
　　　　　　　　　～あふれろ！　in よしのがわ～ 

と　き  11月4日豸  正午～午後7時40分 
ところ　吉野川市アメニティセンター（山川町翁喜台95番地1） 

◆高橋達也＆ジャズグルービーズ◆ 

阿波和紙と 
　　アートの出会いを求めて 

《問い合わせ・申し込み》  市国民文化祭推進係　蕁澤2236  蕭澤2246

大型モニターを設置します！ 
　当日は、多くの来場者が考えられる
ため、大型テント2基、大型テレビモニ
ター2台をアメニティセンター駐車場に
設置し、食事を楽しみながら、会場内の
雰囲気を思う存分楽しむことができます。 

その他の催しの 
ご案内 

近くに来たら、 
ぜひ立ち寄ってね！ 
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》

行
き
帰
り
　
油
断
し
て
な
い
？
　
慣
れ
た
道

竹
中
　
双
葉
（
森
山
小
学
校
四
年
）

異
校
種
・
他
校
と
の
交
流
を
と
お

し
て
人
権
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
部
員
た
ち
は
自

分
を
さ
ら
け
出
す
勇
気
や
、
仲
間

と
と
も
に
頑
張
る
こ
と
の
喜
び
を

覚
え
、
参
加
す
る
た
び
に
成
長
し

続
け
て
い
ま
す
。

今
は
、
１２
月
に
開
催
さ
れ
る

「
中
・
高
生
に
よ
る
人
権
交
流
事

業
」
に
向
け
て
、
西
部
の
中
・
高

校
生
の
仲
間
た
ち
と
と
も
に
支
え

合
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

部
員
た
ち
は
、
こ
こ
で
の
成
果
を

学
校
に
持
ち
帰
り
、
校
内
活
動
に

役
立
て
、
本
校
人
権
教
育
の
基
盤

を
し
っ
か
り
と
築
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
蕁
澤
２
２
２
９

本
校
に
は
生
徒
の
視
点
で
、
差

別
の
解
消
や
人
権
問
題
に
つ
い
て

広
く
考
え
る
自
主
活
動
組
織
「
社

会
問
題
研
究
部
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
社
会
の
「
な
ぜ
？
」

や
間
違
っ
て
い
る
こ
と
に
声
を
上

げ
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
生
徒
を

育
て
、
支
え
合
え
る
仲
間
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
日
々
頑
張
っ
て
い
ま

す
。校

内
で
の
活
動
は
、
部
員
数
の

少
な
さ
か
ら
十
分
な
活
動
は
で
き

て
い
な
い
も
の
の
、
校
外
活
動

「
中
・
高
校
生
に
よ
る
人
権
交
流

事
業
」
西
部
実
行
委
員
会
へ
積
極

的
に
参
加
し
た
り
、
県
外
研
修
や

人
権
と
ぴ
っ
く
す

「
校
外
活
動
を
と
お
し
て
」

―
鴨
島
商
業
高
等
学
校
―

人権交流事業の様子

一
人
ひ
と
り
の
姿
や
形
、
好
み
、

生
き
方
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と

は
、
だ
れ
し
も
理
解
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
日
常

的
に
見
ら
れ
る
映
像
や
言
い
回
し

に
影
響
さ
れ
、
性
別
に
よ
る
固
定

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
は
、

よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
何
げ
な
く
使

っ
て
い
る
言
葉
や
、
問
題
と
感
じ

な
い
よ
う
な
表
現
に
も
、
無
意
識

の
う
ち
に
性
別
に
よ
る
固
定
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
考

え
に
と
ら
わ
れ
ず
、
男
女
の
対
等

な
関
係
を
表
す
表
現
に
な
る
よ
う

こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
は

主
人
・
婿→

夫
・
子
の
夫

家
内
・
嫁→

妻
・
子
の
妻

兄
弟→

兄
弟
姉
妹

父
兄→

保
護
者
、
父
母
　
な
ど

職
業
で
は

Ｏ
Ｌ
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン→
会
社
員

ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス→

客
室
乗
務
員

ウ
エ
イ
タ
ー
・
ウ
エ
イ
ト
レ
ス→

ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ

カ
メ
ラ
マ
ン→

写
真
家

看
護
婦→

看
護
師

保
母→

保
育
士
　
な
ど

※
平
成
９
年
４
月
の
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
の
改
正
に
よ
り
、
求
人

広
告
に
お
い
て
男
性
の
み
、
あ
る

い
は
女
性
の
み
を
表
す
職
種
の
名

称
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
女
性
ら
し
い
細
や
か

さ
」
や
「
男
ら
し
い
判
断
」
な
ど
、

性
別
の
固
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
個

人
の
特
性
を
決
め
つ
け
ず
、
個
性

を
尊
重
し
た
表
現
に
改
め
ま
し
ょ

う
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
秘
書
企
画
課

蕁
澤
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

日
常
生
活
の
中
で

社会問題研究部の活動

見
直
し
た
い
表
現→

言
い
換
え
例



い
き
ま
す
。

自
家
用
車
は
確
か
に
便
利
で
す

が
、
渋
滞
や
交
通
事
故
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化

の
主
因
と
な
っ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
２

を

多
量
に
排
出
し
ま
す
。
各
家
庭
で

１
日
１０
分
間
、
車
の
使
用
を
控
え

る
と
、
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
を
年
間

約
６
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
ま
に
は
自

家
用
車
を
休
ま

せ
て
、
バ
ス
の

車
窓
か
ら
ゆ
っ

た
り
と
景
色
を

楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ

四
国
運
輸
局

蕁
０
８
７（
８
３
５
）６
３
６
３

皆
さ
ん
、
最
近
バ
ス
を
利
用
し

て
い
ま
す
か
？

四
国
の
乗
り
合
い
バ
ス
の
利
用

者
は
、
ピ
ー
ク
時
の
約
１４
％
に
ま

で
減
少
し
て
い
ま
す
。
四
国
の
バ

ス
会
社
は
現
在
、
赤
字
経
営
で
も

頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま

で
は
、
四
国
か
ら
乗
り
合
い
バ
ス

が
消
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。乗

り
合
い
バ
ス
は
高
齢
者
や
子

ど
も
、
体
の
不
自
由
な
方
な
ど
、

車
の
運
転
が
困
難
な
方
々
に
と
っ

て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
交
通
手

段
で
す
。
利
用
者
が
多
い
ほ
ど
乗

り
合
い
バ
ス
の
便
数
や
路
線
が
増

え
て
、
ど
ん
ど
ん
便
利
に
な
っ
て

2007年（平成19年）10月10日
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「
気
を
つ
け
て
」

母
の
言
葉
を
　
思
い
出
す

福
永
　
将
大
（
鴨
島
小
学
校
五
年
）

こ
れ
ま
で
「
吉
野
川
市
の
ご
み

処
理
を
考
え
る
市
民
会
議
」
で
は
、

全
体
会
議
と
３
つ
の
分
科
会
（
ご

み
減
量
化
、
ご
み
資
源
化
、
ご
み

処
理
シ
ス
テ
ム
）
で
合
理
的
か
つ

効
率
的
な
ご
み
の
処
理
方
法
や
対

策
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
開
催

し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
で
は
、

主
に
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
ご
み
」

の
減
量
化
や
適
切
な
処
理
方
法
を

検
討
し
ま
し
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
ご
み
は
、
容

器
包
装
類
の
中
で
最
も
多
く
、
も

や
せ
な
い
ご
み
で
あ
る
た
め
、
埋

め
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
処
理
さ

委
員
か
ら
は
、
ご
み
の
処
理
方

法
に
つ
い
て
の
技
術
的
な
問
題

や
、
費
用
対
効
果
を
考
慮
し
た
財

政
面
か
ら
の
調
査
・
検
討
を
早
急

に
行
い
、
具
体
的
な
方
策
を
講
じ

る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

９
月
５
日
か
ら
７
日
に
か
け

て
、
３
つ
の
分
科
会
を
開
催
し
、

こ
れ
ま
で
に
調
査
・
検
討
し
て
き

た
内
容
や
意
見
を
整
理
・
集
約
し

て
、
市
長
へ
の
提
言
の
素
案
づ
く

り
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
会
議
は
、
こ
れ
か
ら
の
吉

野
川
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ご
み
処
理

に
つ
い
て
、
市
民
の
理
解
と
協
力

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け

具
体
的
な
提
言
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー

蕁
濆
５
６
９
７

れ
て
い
ま
す
。
各
分
科
会
で
は
、

資
源
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
に
よ
る

減
量
化
を
基
本
と
し
て
検
討
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
議
論
の
結
果
、

特
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

類
の
分
別
排
出
や
収
集
が
効
果
的

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
吉
野

川
市
と
し
て
統
一
す
べ
き
分
別
収

集
方
法
の
案
に
組
み
込
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
鴨
島
町
に
あ
る
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
は
、
現
在
の
方

式
の
ま
ま
埋
め
立
て
を
続
け
る

と
、
あ
と
４
〜
５
年
で
満
杯
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ご
み
処
理
シ

ス
テ
ム
分
科
会
で
は
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
系
ご
み
を
含
む
「
も
や
せ
な

い
ご
み
」
を
減
容
化
し
、
残
り
の

埋
め
立
て
容
量
を
確
保
す
る
方
法

に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
ま
し

た
。

ご
み
を
考
え
る
！

吉
野
川
市
の
ご
み
処
理
を
考

え
る
市
民
会
議

もやせないごみの埋め立て現場を視察

あと4～5年で満杯になる最終処分場

バ
ス
に
乗
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

昭和40年を100とした場合のバスの旅客輸送量 

0 
昭和40年 

100.0 

昭和50年 

72.9 

昭和60年 平成7年 平成17年 

42.2 

22.9 
13.9 

72.9 

13.9 20

40

60

80

100

120

家庭での1年間あたりのCO2削減量の比較（単位：裴） 

冷暖房を1℃調節する 

テレビを1時間減らす 

シャワーを2分減らす 

1日10分車の利用を控える 

1日5分アイドリングストップ 

200 400 600



７
月
５
日
、
長
年
に
わ
た
り
民

生
委
員
の
職
務
に
励
ま
れ
た
次
の

方
々
が
、
全
国
民
生
委
員
・
児
童

委
員
連
合
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

鈴
木
　
る
り
子
（
鴨
島
地
区
民
協
）

井
内
　
久
子
　
（
鴨
島
地
区
民
協
）

工
藤
　
和
夫
　
（
川
島
地
区
民
協
）

桑
原
　
健
二
　
（
山
川
地
区
民
協
）

長
尾
　
完
夫
　
（
山
川
地
区
民
協
）

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
っ

た
９
月
２１
日
、
一
斉
街
頭
指
導
が

国
道
１
９
２
号
線
沿
い
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

市
内
１７
カ
所
の
交
差
点
で
、
吉

野
川
市
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
交

通
安
全
母
の
会
、
吉
野
川
地
域
交

通
安
全
活
動
推
進
委
員
協
議
会
、

交
通
安
全
関
係
団
体
、
市
職
員
な

ど
２
１
０
人
が
「
携
帯
電
話
運
転

中
禁
止
」「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
」「
飲
酒
運
転
絶

対
禁
止
」
な
ど
と
書
か
れ
た
ハ
ン

ド
プ
レ
ー
ト
や
の
ぼ
り
を
手
に
、

通
勤
途
中
な
ど
の
道
行
く
人
た
ち

に
交
通
安
全
を
訴
え
ま
し
た
。
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楽
し
さ
と
　
危
険
が
い
っ
ぱ
い
　
登
下
校

大
北
　
里
緒
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
四
年
）

き 

と 
ご 
で 
き 
ご 

と 
で 全

国
民
生
委
員
・
児
童
委
員
連
合
会
長
表
彰
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

上段左から鈴木さん、井内さん、工藤さん、
桑原さん、長尾さん

７
月
５
日
か
ら
８
月
３０
日
ま
で
３

回
に
わ
た
っ
て
、
山
川
公
民
館
で
、

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
講
座

（
基
礎
編
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
高
齢
者
の
心
と
体
の

特
徴
や
認
知
症
に
つ
い
て
の
講
義
、

阿
波
お
ど
り
体
操
の
実
技
指
導
な
ど

が
行
わ
れ
、
受
講
生
は
介
護
予
防
に

つ
い
て
の
知
識
や
技
術
を
深
め
ま
し

た
。８

月
３０
日
の
閉
校
式
で
は
、
３
回

の
講
座
を
す
べ
て
受
講
し
た
１４
人
の

方
々
に
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

（
初
級
）
の
認
定
証
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

認
定
さ
れ
た
方
々
は
今
後
、
介
護

予
防
に
必
要
な
運
動
・
栄
養
・
口
腔
こ
う
く
う

な
ど
の
知
識
や
技
術
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
伝
達
し
て
い
き
ま
す
。

介護予防サポーター（初級）に認定された皆さん

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

（
初
級
）に
１４
人
が
認
定

９
月
１
日
、
市
鴨
島
運
動
場
を

主
会
場
、
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
運
動

場
を
分
会
場
と
す
る
徳
島
県
総
合

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

（
表
紙
写
真
）

同
日
午
前
９
時
、
分
会
場
で
は

本
市
で
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生

し
た
と
の
想
定
の
も
と
、
川
田
中

小
学
校
の
児
童
や
地
域
の
自
主
防

災
会
に
よ
る
水
消
火
器
で
の
消
火

訓
練
や
、
簡
易
担
架
の
作
成
訓
練

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
主
防
災
会
を
始
め
、

市
消
防
団
、
県
、
陸
上
自
衛
隊
、

徳
島
中
央
広
域
連
合
等
の
関
係
機

関
が
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練

を
行
い
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る

協
力
体
制
の
強
化
と
、
防
災
意
識

の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

簡易担架による負傷者の搬送訓練

徳
島
県
総
合
防
災
訓
練

避難する住民 救援物資の配布

一
斉
街
頭
指
導
「
セ
ー
フ

テ
ィ
ロ
ー
ド
１
９
２
」

▲
国道沿いで交通安全
を訴える　　　　蜷



市
民
の
皆
さ
ん
の
赤
十
字
事
業

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

昨
年
を
上
回
る
社
費
が
寄
せ
ら

れ
、
本
年
度
の
目
標
額
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
誌
面
を

も
っ
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

目
標
額

７
１
６
万
６
０
０
０
円

達
成
額

７
５
５
万
１
６
９
０
円

達
成
率

１
０
５．

４
％

皆
さ
ん

か
ら
寄
せ

ら
れ
た
社

費
は
、
世

界
各
地
で

多
発
す
る

自
然
災
害

や
紛
争
等

に
よ
る
被

災
者
・
犠

牲
者
を
支

援
す
る
た

め
の
国
際
救
援
活
動
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

し
て
も
、
音
楽
療
法
を
取
り
入
れ

た
楽
し
い
講
演
を
聴
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
容

●
１０
月
１９
日
貊
午
後
１
時
３０
分
〜

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
（
美
郷
）

「
健
や
か
で
輝
く
毎
日
を
」

●
１０
月
２３
日
貂
午
後
１
時
３０
分
〜

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
山
川
）

「
音
楽
と
共
に
心
を
明
る
く
」

●
１１
月
１３
日
貂
午
後
１
時
３０
分
〜

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
川
島
）

「
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う
」

●
１２
月
７
日
貊
午
後
１
時
３０
分
〜

鴨
島
公
民
館
（
鴨
島
）

「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
で
若
々
し
く
」

入
場
料

無
料

※
い
ず
れ
の
会
場
も
受
け
付
け
は

午
後
１
時
か
ら
で
す
。

《
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

内
科
医
と
し
て
日
本
糖
尿
病
学

会
、
日
本
抗
加
齢
医
学
会
、
日
本

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
等
多
数

の
認
定
医
・
委
員
を
務
め
る
。
ま

た
、
全
四
国
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
ピ

ア
ノ
・
エ
レ
ク
ト
ー
ン
部
門
各
第

１
位
、
全
国
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー

ト
大
会
で
数
回
優
勝
す
る
な
ど
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ス
ケ
ー
タ
ー
と
し

て
も
幅
広
く
活
動
す
る
。
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
と
し
て
の
著
書
も
多
数
。

問
い
合
わ
せ

市
地
域
福
祉
課
　
地
域
支
援
係

蕁
澪
６
６
２
７

と
き

１１
月
２６
日
豺

開
場
　
午
後
１
時

開
演
　
午
後
１
時
３０
分

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師

叶
れ
い
子
さ
ん

演
題

通
天
閣
か
ら
愛
を
込
め
て

〜
命
の
尊
さ
と
小
さ
な
幸
せ
を
感

じ
ら
れ
る
心
〜

生
涯
学
習
講
座
を
受
講
さ
れ
て

い
な
い
方
も
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課

蕁
瀚
４
１
１
５

講
師

医
学
博
士
　
板
東
浩
さ
ん

（
日
本
抗
加
齢
医
学
会
評
議
員
・

日
本
音
楽
療
法
学
会
評
議
員
）

今
回
は
、
講
師
に
板
東
浩
さ
ん

を
お
招
き
し
、
市
内
４
会
場
で
開

催
し
ま
す
。
各
会
場
で
講
演
内
容

が
違
い
ま
す
の
で
、
ど
こ
へ
参
加

き
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い

れ
ば
、
事
業
主
は
加
入
の
手
続
き

を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

労
働
保
険
は
、
職
場
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
働
く
た
め
の
も
の
で

す
の
で
、
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な

い
事
業
主
の
方
は
、
一
日
も
早
く

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
加
入
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室

蕁
０
８
８（
６
５
２
）９
１
４
３

１０
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

（
第
４
期
）
の
納
付
月
で
す
。
納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

納
期
限
　
　
　
１０
月
３１
日
貉

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課

蕁
澤
２
２
１
５

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
も
災
害

救
護
活
動
等
の
医
療
事
業
・
社
会

福
祉
事
業
、
献
血
事
業
等
に
幅
広

く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
地
域
福
祉
課
　
地
域
福
祉
係

蕁
澪
２
１
１
１

過
去
の
戦
争
に
お
い
て
尊
い
犠

牲
と
な
ら
れ
た
戦
没
者
へ
の
追
悼

の
意
を
表
し
、
次
の
日
程
で
、
平

成
１９
年
度
吉
野
川
市
戦
没
者
追
悼

式
を
行
い
ま
す
。
戦
没
者
ご
遺
族

の
方
の
ご
参
列
を
お
願
い
し
ま

す
。

と
き

１１
月
９
日
貊
午
前
１０
時

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

市
地
域
福
祉
課
　
地
域
福
祉
係

蕁
澪
２
１
１
１

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
は
政
府
が
管
理
し
、
運
営

し
て
い
る
保
険
で
す
。

農
林
水
産
の
事
業
の
一
部
を
除

2007年（平成19年）10月10日

広報よしのがわ11

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

こ
れ
ぐ
ら
い
　
ち
ょ
っ
と
の
油
断
が
　
事
故
の
も
と

木
津
　
明
星
（
西
麻
植
小
学
校
五
年
）

情
報
ひ
ろ
ば 

お
知
ら
せ

平
成
１９
年
度
日
本
赤
十
字

社
費
募
集
結
果
報
告

 
鴨島地区 
川島地区 
山川地区 
美郷地区 
合　計 

目標額 
3,866,000 
1,305,000 
1,788,000 
207,000 
7,166,000

達成額 
3,909,359 
1,331,189 
2,025,125 
286,017 
7,551,690

地区別内訳 （単位：円） 

9月14日現在 

平
成
１９
年
度
吉
野
川
市

戦
没
者
追
悼
式

１０
月
は
労
働
保
険
の

適
用
促
進
月
間

１０
月
は
国
民
健
康
保
険
税

の
納
付
月

催
し

吉
野
川
市
生
涯
学
習

講
座
合
同
人
権
講
演
会

介
護
予
防
講
演
会
〜
音
楽

で
豊
か
な
人
生
を
〜



吉
野
川
市
文
化
祭
実
行
委
員
会

で
は
、
地
域
文
化
の
交
流
、
文
化

振
興
を
目
的
に
吉
野
川
市
文
化
祭

を
開
催
し
ま
す
。

内
容
は
、
作
品
を
展
示
す
る
作

品
展
と
舞
踊
な
ど
の
発
表
会
で
す
。

吉
野
川
市
の
方
々
が
作
り
上
げ

た
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
展
示
の
部
》

と
き

１１
月
１６
日
貊
〜
１８
日
豸

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
１８
日
は
午
後
３
時
ま
で

と
こ
ろ

川
島
体
育
館

展
示
作
品

生
け
花
・
写
真
・
ひ

ょ
う
た
ん
・
水
墨
画
・
手
芸
・
絵

て
が
み
・
折
り
紙
・
ア
ー
ト
フ
ラ

ワ
ー
・
ち
ぎ
り
絵
・
絵
画
・
書

道
・
短
歌
・
俳
句
・
陶
芸
・
盆

栽
・
ポ
ス
タ
ー
標
語

《
演
芸
の
部
》

●
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１０
月
２８
日
豸

カ
ラ
オ
ケ

午
前
９
時
〜

主
催

吉
野
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実

行
委
員
会

後
援

吉
野
川
市
、
吉
野
川
市
教

育
委
員
会

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員

会
事
務
局
（
犬
伏
）

蕁
０
９
０（
６
２
８
０
）６
２
７
０

吉
野
川
ま
る
あ
そ
び
の
イ
ベ
ン

ト
に
出
演
し
ま
す
。

出
演
者

地
元
音
楽
家
多
数

と
き

１０
月
２０
日
貍
午
後
７
時
３０

分
〜
９
時

と
こ
ろ

吉
野
川
市
川
島
町
善
入

寺
島Ｊ

Ｒ
鴨
島
駅
前
商
店
街
の
店
舗

に
鴨
島
美
術
グ
ル
ー
プ
や
ア
マ
チ

ュ
ア
の
画
家
・
写
真
家
等
の
作
品

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tc
u
.o
r.jp
/ka
m
o

jim
a
/m
a
c
h
ic
o
n
/

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会

蕁
濆
３
７
２
５（
鎌
田
）

と
き

１０
月
２０
日
貍
午
後
１
時
〜

２１
日
豸
午
後
１
時

と
こ
ろ

吉
野
川
市
川
島
町
善
入

寺
島

内
容初

心
者
カ
ヌ
ー
体
験
、
カ
ヌ
ー

ツ
ー
リ
ン
グ
、
魚
釣
り
教
室
、
雑
魚

と
り
、
河
原
で
の
作
品
作
り
な
ど

対
象
者

自
己
責
任
で
楽
し
め
る

方
（
年
令
制
限
な
し
）

参
加
料

大
人
１
０
０
０
円
、

小
・
中
・
高
校
生
５
０
０
円
（
保

険
料
を
含
む
）

※
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
参
加
の
方

は
一
人
１
０
０
０
円
別
途
必
要
。

自
艇
で
参
加
の
場
合
は
５
０
０
円
。

持
参
す
る
も
の

テ
ン
ト
、
寝
袋
、

食
料
、
遊
び
道
具
な
ど
。

申
込
方
法

当
日
現
地
で
受
け
付

け

鴨
島
児
童
館

蕁
濆
２
３
７
９

鴨
島
南
児
童
館

蕁
澤
２
２
７
７

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
未

来
を
守
る
た
め
、
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
に
つ
い
て
い
っ
し
ょ
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

１０
月
２９
日
豺
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師

寒
川
伊
佐
男
さ
ん
（
徳
島

文
理
大
学
教
授
）

問
い
合
わ
せ

山
川
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
事
務
局
（
吉
野
川
市
社
会
福

祉
協
議
会
内
）

蕁
瀚
２
０
８
９

雄
大
な
自
然
と
川
文
化
が
残
る

吉
野
川
で
「
川
遊
び
」
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

ゲ
ス
ト

野
田
知
佑
さ
ん
（
カ
ヌ

ー
イ
ス
ト
）
ほ
か

１１
月
１６
日
貊

詩
吟
・
民
謡

午
前
９
時
〜

コ
ー
ラ
ス
・
童
謡
・
大
正
琴
・
銭
太

鼓
・
金
管
バ
ン
ド

午
後
１
時
〜

１１
月
１７
日
貍

舞
踊
・
歌

午
後
０
時
３０
分
〜

●
鴨
島
公
民
館

と
き

１１
月
１７
日
貍
午
前
１０
時
〜

三
味
線
・
舞
踊
・
民
謡
・
コ
ー
ラ

ス
・
カ
ラ
オ
ケ
・
詩
吟
・
銭
太

鼓
・
太
極
拳
・
体
操
・
フ
ラ
メ
ン

コ
・
フ
ラ
ダ
ン
ス

《
囲
碁
大
会
》

と
き

１１
月
１７
日
貍
午
前
９
時
〜

と
こ
ろ

山
川
公
民
館

問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課

蕁
瀚
４
１
１
５

と
き

１１
月
１０
日
貍
午
後
１
時
〜

３
時
３０
分
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ

鴨
島
南
児
童
館
（
鴨
島

町
飯
尾
）

内
容

人
形
劇
、
大
型
紙
芝
居
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
店

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
準
備

し
て
い
ま
す
。

※
お
楽
し
み
券
（
２
０
０
円
）
は

鴨
島
児
童
館
、
鴨
島
南
児
童
館
で

１０
月
２２
日
豺
か
ら
販
売
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

2007年（平成19年）10月10日

広報よしのがわ 12

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

気
を
つ
け
ろ
　
ひ
や
り
・
は
っ
と
で
　
事
故
防
止

名
山
　
大
直
（
知
恵
島
小
学
校
四
年
）

平
成
１９
年
度

吉
野
川
市
文
化
祭

第
６
回
鴨
島
町
児
童
館
合

同「
子
ど
も
ゆ
め
ま
つ
り
」

子
育
て
支
援
講
演
会

子
ど
も
は
川
で
育
て
な
さ
い
！

吉
野
川
ま
る
あ
そ
び

徳島自動車道  土成IC 徳島蜚 蜥池田 

徳島蜚 蜥池田 

県道12号 

R192

○ 
吉野川署 

JR阿波川島駅 ＊JR阿波川島駅より会場まで徒歩20分 

○
ガ
ソ
リ
ン 

　
ス
タ
ン
ド 

鴨島町 

吉野川 

県道2号 

川島町 

川島城 

善入寺島 

会場 ● 

Ｒ
３
１
８ 

Ｒ
３
１
８ 

Ｒ
３
１
８ 

阿
波
中
央
橋 

第
９９
回
ま
ち
か
ど
コ
ン

サ
ー
ト

出
前
コ
ン
サ
ー
ト

ま
ち
か
ど
美
術
館



対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き

１０
月
１５
日
豺
、
１１
月
５
日

豺
・
１９
日
豺

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

１０
月
１０
日
貉
、
１１
月
１４
日

貉午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

蕁
濆
２
１
６
６

徳
島
地
方
法
務
局
で
は
、
よ
り

多
く
の
県
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
み

を
も
っ
て
法
務
局
を
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
、
無
料
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

相
続
や
会
社
の
登
記
、
地
代
、

員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

※
年
齢
制
限
な
し
。
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課

蕁
瀚
４
１
１
５

講
師

フ
ラ
ン
シ
ス
・
バ
ラ
ー
ジ

ュ
さ
ん
（
吉
野
川
市
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

と
き

毎
週
水
曜
日
（
第
５
週
は

休
み
）
午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ

川
島
公
民
館

受
講
料

無
料

※
年
齢
制
限
な
し
。
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

川
島
公
民
館

蕁
澪
２
１
８
０

講
師
　
米
　
麗
英
さ
ん

と
き

毎
週
火
曜
日
（
第
５
週
は

休
み
）
午
後
７
時
１５
分
〜
８
時
３０

分と
こ
ろ

川
島
公
民
館

受
講
料

月
額
２
０
０
０
円

※
年
齢
制
限
な
し
。
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

川
島
公
民
館

蕁
澪
２
１
８
０

集
合
場
所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格

中
学
生
以
上
、
１
チ

ー
ム
６
人

参
加
料

１
チ
ー
ム
８
０
０
０
円

コ
ー
ス

全
６
区
間
（
約
２０
袰
）

申
込
方
法

１１
月
２
日
貊
ま
で
に

吉
野
川
市
美
郷
一
周
駅
伝
実
行
委

員
会
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
吉
野
川
市

陸
上
競
技
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

吉
野
川
市
美
郷
一
周
駅
伝
実
行
委

員
会
事
務
局
（
市
生
涯
学
習
課
内
）

蕁
瀚
４
１
１
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
1.q
u
o
lia.co

m
/yo

sh
in
o
g
aw
a.rikkyo

/

講
師

ヒ
ー
ト
ン
・
デ
ィ
ビ
ッ
ド

・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
さ
ん
（
吉
野

川
市
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

と
き

毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
〜

９
時

と
こ
ろ

山
川
公
民
館
第
３
研
修

室受
講
料

無
料

定
員

２０
人

募
集
期
間

１０
月
１７
日
貉
〜
（
定

期
間

１１
月
１２
日
豺
〜
１８
日
豸

次
の
日
程
で
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

◆
１１
月
１２
日
豺
〜
１６
日
貊

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時

◆
１１
月
１７
日
貍
・
１８
日
豸

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

○
１１
月
１８
日
豸
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時
、
徳
島
地
方
法
務
局
吉
野
川

市
局
内
（
蕁
澪
２
４
０
０
）
で
、

女
性
の
人
権
相
談
所
を
開
設
し
、

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

蕁
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

自
然
豊
か
な
初
冬
の
美
郷
路
を

走
り
抜
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

１２
月
２
日
豸
小
雨
決
行

（
荒
天
の
場
合
中
止
）

受
付
　
午
前
８
時

家
賃
、
と
な
り
近
所
や
お
子
さ
ま

の
こ
と
な
ど
で
の
困
り
ご
と
や
悩

み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き

１０
月
２１
日
豸
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ

徳
島
地
方
法
務
局
　
吉

野
川
支
局
（
川
島
町
川
島
４
７
４
）

相
談
内
容

登
記
、
供
託
、
戸
籍
、

人
権
に
関
す
る
相
談
全
般

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
地
方
法
務
局
　
総
務
課

徳
島
市
徳
島
町
城
内
６
番
地
６

蕁
０
８
８（
６
２
２
）４
１
７
１

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

は
、
職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や

セ
ク
ハ
ラ
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
な
ど
女
性
の
人
権
問
題

に
関
す
る
専
用
電
話
で
す
。
女
性

の
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
徳
島
地

方
法
務
局
職
員
が
、
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

2007年（平成19年）10月10日
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

発
進
前
　
心
の
ベ
ル
ト
も
　
わ
す
れ
ず
に

三
木
　
風
音
（
川
島
小
学
校
四
年
）

相
談

巡
回
職
業
相
談

法
務
総
合
相
談

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

全
国
一
斉
強
化
週
間

募
集

美郷一周駅伝大会

昨年の美郷一周駅伝の様子

英
会
話
講
座

山
川
公
民
館

川
島
公
民
館

中
国
語
講
座



Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
）
で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
平
成
１９
年
度
秋
募

集
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

募
集
分
野

①
青
年
海
外
協
力
隊
（
農
林
水
産
、

加
工
、
保
守
操
作
、
計
画
・
行
政

な
ど
の
８
部
門
、
約
１
２
０
職
種
）

②
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
教
育
文
化
、
保
健
衛
生
、
福
祉

部
門
を
中
心
に
約
１０
職
種
）

③
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
計
画
・
行
政
、
公
共
・
公
益
事

業
、
農
林
水
産
、
鉱
工
業
、
商

業
・
観
光
、
社
会
福
祉
等
）

④
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
（
日
本
語
教
育
、
保
健
・
医

療
、
社
会
福
祉
、
農
業
、
人
的
資

源
、
そ
の
他
）

応
募
資
格

①
②
満
２０
歳
（
平
成
２０
年
４
月
１

日
現
在
）
か
ら
満
３９
歳
（
平
成
１９

年
１１
月
９
日
現
在
）
の
日
本
国
籍

を
持
つ
方

③
④
満
４０
歳
か
ら
満
６９
歳
ま
で
の

日
本
国
籍
を
持
つ
方
（
平
成
１９
年

１１
月
９
日
現
在
）

募
集
人
数

①
約
１
４
０
０
人
②
約
４０
人

試
験
会
場

◇
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

◇
西
部
総
合
県
民
局
美
馬
庁
舎

◇
阿
南
ひ
ま
わ
り
会
館

申
込
方
法

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
応
募
専
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
各
県
観
光
協
会
か
ら
配

布
・
郵
送
い
た
し
ま
す
。

受
験
資
格

制
限
な
し

受
験
料

３
１
５
０
円
（
税
込
み
）

合
格
基
準

全
設
問
の
７５
問
以
上

の
正
答
で
、
か
つ
全
５
部
門
と
も

５０
％
以
上
の
正
答
。
合
格
者
に
は

認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

価
格

２
１
０
０
円
（
税
込
み
）

徳
島
県
観
光
協
会
で
販
売
し
て

い
ま
す
。
電
話
注
文
、
宅
配
も
行

っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

譛
徳
島
県
観
光
協
会

蕁
０
８
８（
６
５
２
）８
７
７
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.sh
iko
ku
ke
n
te
i.

c
o
m
/

ま
す
。

申
込
期
限

１１
月
８
日
貅

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〒
７
７
９
│
３
４
０
３

吉
野
川
市

山
川
町
前
川
２
１
６
番
地
６

こ
う
つ
ウ
オ
ー
ク
ｉｎ
吉
野
川
実
行

委
員
会
（
山
川
町
商
工
会
内
）

蕁
瀚
５
６
４
２
蕭
瀚
５
３
４
９

四
国
観
光
達
人
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

観
光
に
携
わ
る
方
、
観
光
に
興

味
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
を
対

象
に
、
四
国
観
光
検
定
を
行
い
ま

す
。
四
国
全
体
の
自
然
、
歴
史
、

文
化
、
郷
土
料
理
、
伝
統
行
事
な

ど
幅
広
い
分
野
か
ら
出
題
さ
れ
ま

す
。

受
付
期
間

１１
月
１０
日
貍
ま
で

試
験
日
時

１２
月
９
日
豸
午
後
２

時
〜
３
時
２０
分

受
付
　
午
後
０
時
３０
分
〜

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〒
７
７
９
│
０
１
９
３

板
野
町
大
寺
字
大
向
北
１
│
１

東
徳
島
病
院
附
属
看
護
学
校

蕁
０
８
８（
６
７
２
）４
５
３
４

吉
野
川
市
の
旧
称
「
麻
植
郡
」

の
名
前
の
由
来
と
も
い
わ
れ
て
い

る
「
阿
波
忌
部
氏
」
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、
ゆ
か
り
の
地
を
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
し
ま
す
。
無
事
に
ゴ
ー
ル

し
た
あ
と
に
は
、
豪
華
景
品
が
当

た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
が
あ
り
ま

す
。
歴
史
ロ
マ
ン
に
夢
を
は
せ
な

が
ら
、
い
っ
し
ょ
に
い
い
汗
を
流

し
ま
せ
ん
か
？

と
き

１１
月
１８
日
豸（
雨
天
決
行
、

雨
具
は
各
自
で
持
参
）

受
付
　
午
前
８
時
〜
９
時

集
合
場
所

バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク

参
加
料

無
料
（
傷
害
保
険
は
主

催
者
が
負
担
）

コ
ー
ス
（
約
１３
袰
）

バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク→
岩
戸
神
社→

忌
部
神
社→

バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク

申
込
方
法

申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
こ
う
つ
ウ
オ
ー

ク
ｉｎ
吉
野
川
実
行
委
員
会
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、

山
川
町
商
工
会
に
備
え
付
け
て
い

③
約
５
０
０
人
④
約
２５
人

募
集
期
間

１１
月
９
日
貊
必
着

現
職
参
加
に
つ
い
て

職
業
に
就
い
て
い
る
方
々
の
現

職
参
加
を
支
援
す
る
た
め
、
職
場

推
薦
に
よ
る
一
次
選
考
筆
記
試
験

免
除
制
度
「
働
く
人
の
所
属
先
推

薦
制
度
」
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国
支
部
　
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
担
当

蕁
０
８
７（
８
３
３
）０
９
０
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.jic
a
.g
o
.jp

あ
な
た
の
「
骨
密
度
」「
血
管

年
齢
」
な
ど
の
測
定
か
ら
健
康
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
食

生
活
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
当

日
は
学
生
祭
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

と
き

１０
月
２６
日
貊
（
一
般
公
開

は
午
前
１１
時
〜
正
午
）

と
こ
ろ

東
徳
島
病
院
附
属
看
護

学
校

参
加
料

無
料

申
込
方
法

１０
月
２０
日
貍
ま
で
に

往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

2007年（平成19年）10月10日
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

毎
日
の
　
心
が
け
か
ら
は
じ
ま
る
　
事
故
予
防

山
神
　
智
代
（
学
島
小
学
校
三
年
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成
１９
年
度
秋
募
集

と
く
し
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ

講
座
「
美
味

お

い

し
く
食
べ
て

健
康
に
」
参
加
者
募
集

第
３
回
こ
う
つ
ウ
オ
ー
ク

ｉｎ
吉
野
川

四
国
観
光
検
定

公
式
テ
キ
ス
ト
発
売
中
！



大
昔
か
ら
老
若
男
女
に
親
し
ま

れ
て
き
た
日
本
の
和
歌
。
千
年
の

と
き
を
経
て
、
今
も
愛
さ
れ
て
い

る
百
人
一
首
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

１０
月
２１
日
豸
か
ら
毎
週
日

曜
日
午
前
９
時
〜
１１
時
（
途
中
か

ら
の
参
加
も
可
能
）

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

講
師

入
交
理
子
さ
ん
、
武
市
美

代
子
さ
ん
、
福
本
明
美
さ
ん
ほ
か

対
象
者

小
学
校
４
年
生
以
上

定
員

２０
人
（
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
ま
す
）

内
容

全
１２
回
の
勉
強
会
と
、
最

終
回
に
カ
ル
タ
取
り
大
会
（
平
成

２０
年
１
月
２０
日
豸
）
を
開
催

参
加
料

３
０
０
円
（
プ
リ
ン
ト

代
ほ
か
）

主
催

市
文
化
協
会

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー蕁

澤
０
０
１
５

と
き

１２
月
２２
日
貍
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

健
康
管
理
室

参
加
料

無
料

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
日
本
で
作
ら
れ

た
ピ
ア
ノ
の
作
品
を
中
心
に
演
奏

会
を
行
い
ま
す
。

と
き

１２
月
１５
日
貍
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

演
奏
者

山
本
貴
子
さ
ん

入
場
料

無
料

と
き

１２
月
２３
日
豸
、
１
月
２７
日

豸
午
後
１
時
３０
分
〜

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

蕁
瀚
６
６
１
１

２
時
３０
分

と
こ
ろ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

和
室

講
師

土
井
章
良
さ
ん

定
員

４０
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始

１０
月
１５
日
豺
か
ら

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館

蕁
濆
５
１
１
１

蕭
濆
５
１
１
３

と
き

１０
月
２１
日
豸
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

健
康
管
理
室

参
加
料

無
料

と
き

１０
月
２７
日
貍
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

健
康
管
理
室

持
参
す
る
も
の

布
、
ソ
ー
イ
ン

グ
セ
ッ
ト

参
加
料

無
料

入
場
料

一
般
２
０
０
０
円
、
小

学
生
以
上
高
校
生
以
下
１
０
０
０

円
（
当
日
は
５
０
０
円
増
）

チ
ケ
ッ
ト
は
鴨
島
・
川
島
・
山

川
の
各
公
民
館
、
文
化
研
修
セ
ン

タ
ー
、
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
キ
ヨ
ス
ク
売

店
、
宮
脇
書
店
鴨
島
店
、
サ
ン
ク

ス
土
成
店
な
ど
で
販
売
中
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〒
７
７
６
│
０
０
１
１

吉
野
川
市

鴨
島
町
鴨
島
甲
１
番
地

鴨
島
公
民
館

蕁
濆
５
１
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.sm
ile
tru
st.c
o
m

/co
m
m
u
n
ity/

と
き

１０
月
２５
日
貅
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

和
室

参
加
料

１
０
０
０
円
（
弁
当
代

ほ
か
）

定
員

１５
人
（
先
着
順
）

と
き

１１
月
１２
日
豺
午
後
１
時
〜

お
宝
鑑
定
依
頼
・
観
覧
者
募
集
中

と
き

１２
月
１
日
貍

開
場
　
午
後
１
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

①
鑑
定
を
ご
希
望
の
方
は
、
申
込

用
紙
を
鴨
島
公
民
館
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
入
手
し
、
鴨
島
公

民
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
観
覧
を
ご
希
望
の
方
は
、
往
復

は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
先
着
順
）

観
覧
応
募
締
切

１１
月
１
日
貅

観
覧
希
望
の
は
が
き
は
、
希
望

者
一
人
に
つ
き
一
枚
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
鴨
島
公
民
館
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き

平
成
２０
年
１
月
２０
日
豸

開
場
　
午
後
１
時

開
演
　
午
後
１
時
３０
分

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

出
演

宮
川
大
助
・
花
子
、
平
和

ラ
ッ
パ
・
梅
乃
ハ
ッ
パ
、
横
木
ジ

ョ
ー
ジ
・
レ
ミ
、
矢
野
・
兵
動
、

川
上
じ
ゅ
ん

2007年（平成19年）10月10日
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

ぼ
く
た
ち
も
　
み
ん
な
で
守
ろ
う
　
ル
ー
ル
と
命

樋
口
　
貴
之
（
山
瀬
小
学
校
四
年
）

犬のふんは持ち帰りましょう。飼い主としてのマナーを守りましょう。

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

百
人
一
首
体
験
講
座

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

出
張
！

な
ん
で
も
鑑
定
団

in
吉
野
川
市

宝
く
じ
文
化
公
演

よ
し
も
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー

鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

第
２
回
囲
碁
大
会
参
加
者

募
集
中
！

老
齢
期
の
う
つ
状
態
に
つ

い
て

大
型
シ
ャ
ボ
ン
玉
と
手
作

り
楽
器
を
作
ろ
う

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

お
手
玉
教
室

た
こ
づ
く
り
教
室

音
楽
を
楽
し
む

阿
波
の
民
話
を
演
じ
る
発

表
会



高
齢
者
の
方
を
対
象
に
、
予
防

接
種
法
に
基
づ
く
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

●
実
施
期
間

１１
月
１
日
貅
〜
１２
月
２８
日
貊

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期

に
間
に
合
う
よ
う
に
、
で
き
る
だ

け
１２
月
中
旬
ま
で
に
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

希
望
す
る
（
本
人
の
意
思
確
認
が

で
き
る
）
吉
野
川
市
民
の
方
で
、

次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
。
た
だ
し
、
接
種
日
の
時

点
で
該
当
年
齢
に
達
し
て
い
る
こ

と
。

①
満
６５
歳
以
上
の
方
。

②
満
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
方

で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は
呼

吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

に
障
害
を
有
す
る
も
の
と
し
て
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
。

●
申
し
込
み
先

接
種
を
受
け
る
市
指
定
医
療
機

関
に
、
希
望
日
の
５
日
前
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
予
診
票

は
医
療
機
関
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

※
接
種
を
受
け
る
際
に
は
、
本
人

確
認
の
た
め
、
健
康
保
険
証
等
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
個
人
負
担
金
　
１
０
０
０
円

（
接
種
を
受
け
る
医
療
機
関
の
窓

口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。）

※
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
方
は

無
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

健
康
推
進
課
（
川
島
庁
舎
１
階
）

ま
た
は
支
所
地
域
課
（
鴨
島
・
山

川
・
美
郷
）
で
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
市
指
定
の
医
療
機
関
以
外
で
接

種
を
受
け
る
場
合
は
、
接
種
費
用

の
全
額
が
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

2007年（平成19年）10月10日

広報よしのがわ 16

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

自
転
車
で
　
手
ば
な
し
　
あ
ぶ
な
い
　
や
っ
ち
ゃ
ダ
メ

山
田
　
絵
理
奈
（
川
田
小
学
校
四
年
）

平成19年度  インフルエンザ予防接種吉野川市指定医療機関 

《問い合わせ》  市健康推進課  蕁澪6615

医療機関名 

麻名内科外科クリニック 

阿部整形外科 

井内内科 

石原小児科 

石原内科循環器科 

糸田川クリニック 

いぬい産科婦人科クリニック 

麻植協同病院 

大内整形外科 

大久保診療所 

梶本胃腸科･内科 

かなめ小児科内科クリニック 

鴨島川島クリニック 

鴨島耳鼻咽喉科 

鴨島病院 

木村内科胃腸科 

杏和医院 

国立病院機構徳島病院 

後藤田外科 

鈴木内科（喜来） 

鈴木内科（敷地） 

タナカ医院 

電話番号 

26-0020 

24-4880 

24-3070 

24-2388 

24-2536 

24-7555 

22-1230 

24-2101 

24-3058 

24-1703 

24-2413 

26-0310 

24-8551 

24-8070 

24-6565 

24-6413 

22-0333 

24-2161 

24-2720 

24-3413 

24-5880 

22-1800

医療機関名 

筒井クリニック 

古本胃腸科 

美摩病院 

森住内科医院 

リバーサイドクリニック岡田 

和田耳鼻咽喉科 

渡辺医院 

岡田医院 

岸整形外科 

四宮医院 

島野外科内科 

杉山医院 

矢田医院 

工藤内科医院 

さくら診療所 

谷医院 

富本医院 

中西内科クリニック 

松永医院 

三木リハビリテーション病院 

山下耳鼻咽喉科クリニック 

美郷診療所 

電話番号 

24-3300 

24-7377 

24-2957 

22-3010 

24-8884 

24-2566 

24-7177 

25-3566 

25-3133 

25-2016 

25-3060 

25-2802 

25-2006 

42-3113 

42-5520 

42-2353 

42-3123 

42-6755 

42-2110 

42-6616 

42-7533 

26-7570

鴨
　
　
　
　
　
島
　
　
　
　
　
町 

鴨
　
島
　
町 

川
　
島
　
町 

山
　
川
　
町 

美郷 

健
康

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

よ
そ
見
せ
ず
　
安
全
確
認
　
右
左

増
田
　
朱
里
（
川
田
中
小
学
校
五
年
）

ごみの処理にはルールがあります。不法投棄はやめましょう。

10月・11月の健康づくり教室（40歳以上65歳未満の方対象） 

10月・11月の介護予防教室（65歳以上の方対象） 

●問い合わせ　市健康推進課　蕁澪6615 

●問い合わせ　市地域福祉課　蕁澪6627 

11

 
 
月

 

１０

月

 

１０

 

月

 

健
康
相
談
 

健
康
相
談
 

日 
1 
6 
9 
15 
20 
21

曜日 
木 
火 
金 
木 
火 
水 

地区 
鴨 島  
山 川  
鴨 島  
鴨 島  
山 川  
美 郷  

場　　　所 
飯尾敷地地区公民館 
山瀬地区公民館 
喜来老人憩の家 
森山地区公民館 
西川田福祉センター 
中枝老人憩の家 

内　　　容 
体 脂 肪 率 測 定  
栄 養 教 室
栄 養 教 室
栄 養 教 室
体 脂 肪 率 測 定  

時　間 
10：00～11：00 
9：30～11：00 
10：00～11：00 
10：00～11：00 
13：30～15：00 
13：30～15：00

日 
11 

14
 
 
19 
22

曜日 
木 

日
 
 
金 
月 

地区 
山 川  
 
 
鴨 島  
鴨 島  

場　　　所 
中部農業構造改善センター 
 
 
西麻植会館 
上浦地区公民館 

内　　　容 
体 脂 肪 率 測 定  
 
 
体 脂 肪 率 測 定  
体 脂 肪 率 測 定  

時　間 
9：30～11：00 

13：30～15：30 
（受付12：30～） 
10：00～11：00 
13：30～14：30

健

康

チ

ェ

ッ

ク
 

日 
10 
12 

15
 
 
16 
17 
18 
19 
22 
23 

24
 
 
25 
26

曜日 
水 
金 

月
 
 
火 
水 
木 
金 
月 
火 

水
 
 
木 
金 

地区 
川 島  
川 島  
川 島  
川 島  
美 郷  
美 郷  
川 島  
美 郷  
鴨 島  
川 島  
川 島  
美 郷  
山 川  
川 島  

場　　　所 
川島公民館近久分館 
三ツ島西公会堂 
川島公民館二ツ森分館 
立石公会堂 
城戸下浦高開集落センター 
中古井広域集落センター 
こだま会館 
上谷集落センター 
知恵島老人憩の家 
川島公民館山田分館 
川島公民館敷地分館 
三山老人憩の家 
麦原地区コミュニティセンター 
鍛冶屋敷公会堂 

内　　　容 
 
口 腔（ こうくう）ケア  
 
 
介 護 予 防 体 操  
 
栄 養 改 善 講 座  
介 護 予 防 体 操  
栄 養 改 善 講 座  
口 腔 ケ ア  
 
介 護 予 防 体 操  
栄 養 改 善 講 座  
栄 養 改 善 講 座  

時　間 
9：30～10：30 
9：30～10：30 
9：00～10：00 
13：30～14：30 
9：30～10：30 
9：30～10：30 
9：30～10：30 
13：30～14：30 
9：30～11：00 
9：30～10：30 
9：30～10：30 
9：30～11：00 
10：00～11：00 
9：30～10：30

11

 

 

月

 

健

康

チ

ェ

ッ

ク
 

日 
1 
2 
5 

6
 
 
7 
8 
9 
12 

13
 
 
14 
15 
16

曜日 
木 
金 
月 

火
 
 
水 
木 
金 
月 

火
 
 
水 
木 
金 

地区 
川 島  
川 島  
山 川  
川 島  
川 島  
山 川  
山 川  
山 川  
川 島  
川 島  
鴨 島  
川 島  
川 島  
美 郷  

場　　　所 
川島公民館久保田分館 
東児島老人憩の家 
瀬詰老人会館 
川島公民館神後分館 
川島公民館 
中部農業構造改善センター 
麦原地区コミュニティセンター 
忌部農業構造改善センター 
立石公会堂 
川島公民館学西分館 
牛島集会所 
川島公民館近久分館 
こだま会館 
東部集落センター 

内　　　容 
介 護 予 防 体 操  
栄 養 改 善 講 座  
介 護 予 防 体 操  
 
口 腔 ケ ア  
介 護 予 防 体 操  
介 護 予 防 体 操  
口 腔 ケ ア  
介 護 予 防 体 操  
 
介 護 予 防 体 操  
栄 養 改 善 講 座  
 
介 護 予 防 体 操  

時　間 
9：30～10：30 
9：00～10：00 
13：30～15：00 
9：30～10：30 
13：30～14：30 
9：30～11：00 
13：30～14：30 
9：30～11：00 
13：30～14：30 
9：00～10：00 
13：30～14：30 
9：30～10：30 
9：30～10：30 
9：30～10：30

吉野川市健康フォーラム アメニティセンター 
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

飲
酒
運
転
　
一
口
飲
め
ば
　
命
取
り

飯
田
　
夢
馨
（
川
田
西
小
学
校
四
年
）

『
わ
た
し
の
お
と
う
と
』

あ
ま
ん
き
み
こ
著

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
１０
、
１１
月
の
休
室
日

木
曜
日

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

h
ttp
://lib

ra
ry
.c
ity
.y
o
s
h
i

n
o
g
a
w
a
.lg
.jp
/ilisw

in
g
/w
e
/

o
p
ac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
１０
月
１２
日
貊
・
１９

日
貊
・
２６
日
貊
、
１１
月
２
日
貊
・

９
日
貊
・
１６
日
貊

『
聖
灰
の
暗
号
　
上
・
下
』

帚
木
蓬
生
著

『
傷
』

深
谷
忠
記
著

『
一
瞬
で
い
い
』

唯
川
恵
著

『
弾
痕
』

阿
木
慎
太
郎
著

『
木
洩
れ
日
に
泳
ぐ
魚
』恩

田
陸
著

『
武
士
道
シ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ー
ン
』

誉
田
哲
也
著

『
雪
の
女
王
　
後
編
』

和
佐
田
道
子
著

『
ド
リ
ー
ム
』

吉
村
達
也
著

『
陰
の
声
』

逢
坂
剛
著

『
遊
戯
』

藤
原
伊
織
著

『
ク
レ
イ
ジ
ー
ボ
ー
イ
ズ
』

楡
周
平
著

『
青
春
の
守
護
者
』

森
村
誠
一
著

『
朝
顔
は
ま
だ
咲
か
な
い
』

柴
田
よ
し
き
著

『
楽
園
　
上
・
下
』宮

部
み
ゆ
き
著

『
幻
香
』

内
田
康
夫
著

『
密
室
キ
ン
グ
ダ
ム
』

柄
刀
一
著

『
楊
令
伝
２
』

北
方
謙
三
著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
フ
ラ
ニ
ー
と
メ
ラ
ニ
ー
　
す
て

き
な
お
ん
が
く
か
い
』

あ
い
は
ら
ひ
ろ
ゆ
き
著

『
ヒ
ロ
シ
マ
の
ピ
ア
ノ
』

指
田
和
子
著

講
師

西
山
欣
子
さ
ん

準
備
物

は
さ
み
、
の
り
、
色
鉛

筆
な
ど

申
込
締
切

１０
月
２５
日
貅

◆
図
書
館
美
術
シ
リ
ー
ズ
（
第
１８

回
）
飯
原
一
夫
展
「
な
つ
か
し
き

徳
島
」

１０
月
２７
日
貍
〜
１１
月
１７
日
貍
／

図
書
館
ロ
ビ
ー

◆
開
室
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
１０
、
１１
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙

芝
居
な
ど
。

◆
新
刊
情
報

『
宿
命
』

小
杉
健
治
著

『
収
穫
祭
』

西
澤
保
彦
著

『
新
宿
日
記
　
上
・
下
』

ｙ
ｕ
ｋ
ｉ
著

『
吉
原
手
引
草
』
松
井
今
朝
子
著

『
パ
ラ
イ
ゾ
の
寺
』坂

東
眞
砂
子
著

『
大
延
長
』

堂
場
瞬
一
著

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
１０
、
１１
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
１１
月
６
日
貂
、

月
末
図
書
整
理
日（
１０
月
３１
日
貉
、

１１
月
３０
日
貊
）

◆
特
別
開
館
日
　
１１
月
３
日
貍

◆
お
は
な
し
会

１１
月
１０
日
貍
午
後
１
時
３０
分
か
ら

（
約
３０
分
間
）

◆
映
画
会

１０
月
２０
日
貍
、
１１
月
３
日
貍
・

１７
日
貍
の
午
後
２
時
か
ら
（
約
２

時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
１０
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
１０
、
１１
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
・
特
別
資
料
整
理
日
（
１０
月
３０

日
貂
、
１１
月
２０
日
貂
〜
３０
日
貊
）

◆
か
え
で
読
書
会
例
会
（
奇
数

月
第
２
木
曜
日
）

１１
月
８
日
貅
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
／
図
書
館
２
階

新
会
員
募
集
中
！
　
ど
な
た
で
も

ご
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
読
書
週
間
手
作
り
教
室
「
外

国
の
お
祭
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ン

プ
キ
ン
を
作
ろ
う
」

と
き

１０
月
２７
日
貍
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ

図
書
室
２
階

川
島
図
書
館
蕁
澪
３
１
４
１

鴨
島
図
書
室
（
鴨
島
公
民
館
内
）

蕁
濆
５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

蕁
潴
２
８
１
１

山
川
図
書
館
蕁
瀚
５
２
２
２

１０
月
２７
日
か
ら
１１
月
９
日
ま
で
は
読
書
週
間
で
す
。

直
木
賞
受
賞
作
家
、
宮
部
み
ゆ
き
の
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
を
、
こ
の
機
会

に
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

図
書
だ
よ
り

『楽園　上・下』
宮部みゆき 著
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

ち
ょ
っ
と
待
て
　
道
路
へ
飛
び
出
し
　
あ
ぶ
な
い
ぞ

森
下
　
葵
（
種
野
小
学
校
三
年
）

①
一
人
遊
び
は
危
険
。
遊
ぶ
と
き

は
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
。

②
外
に
出
か
け
る
と
き
は
、
行
き

⑦
子
ど
も
た
ち
に
「
防
犯
ブ
ザ
ー
」

を
持
た
せ
る
。

※
防
犯
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
す
練
習
を

し
て
、
万
一
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

①
危
険
な
と
き
に
逃
げ
込
む
「
こ

ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の
場
所
と

助
け
の
求
め
方

②
ま
ち
の
中
に
あ
る
人
通
り
の
少

な
い
場
所
、
危
険
な
場
所

◆
「
危
険
な
場
所
マ
ッ
プ
」
を
つ

く
る
の
も
ひ
と
つ
の
方
法
で
す
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

蕁
澪
６
６
２
０
蕭
澪
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tc
u
.o
r.jp
/iku
sei

center/

先
や
、
だ
れ
と
い
っ
し
ょ
か
、
何

時
ご
ろ
帰
る
か
を
伝
え
る
。

③
連
れ
て
い
か
れ
そ
う
に
な
っ
た

り
、
こ
わ
い
目
に
あ
っ
た
り
し
た

ら
、
大
声
で
助
け
を
呼
ぶ
。

④
や
さ
し
い
言
葉
で
話
し
か
け
ら

れ
て
も
、
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い

て
い
か
な
い
。

⑤
何
か
あ
っ
た
ら
必
ず
話
す
。

※
危
険
な
目
に
あ
っ
て
も
、
し
か

ら
れ
る
こ
と
を
嫌
が
っ
て
、
黙
っ

て
い
る
子
も
い
ま
す
。

⑥
暗
く
な
る
ま
で
遊
ん
だ
り
遠
く

ま
で
行
っ
た
り
し
な
い
。

※
累
計
は
1
月
か
ら
の
も
の 平成19年9月１日現在 

市民のうごき 

住民基本台帳（前月比） 

計 
男 
女 
世帯数 

※65歳以上 
　　計 12,812人　男 5,248人　女 7,564人 

46,194 
21,971 
24,223 
17,079

（－21） 
（－15） 
（－  6） 
（＋17） 

人 
人 
人 
世帯 

（－  7） 
（＋  1） 
（－  8） 
（－11） 

344 
64 
280 
319

人 
人 
人 
世帯 

外国人登録（前月比） 

〈 人 権 相 談 〉 
飯尾敷地コミュニティセンター 
川島庁舎会議室 
飯尾敷地コミュニティセンター 
山川公民館第1会議室 
 
市役所1階相談室 
美郷庁舎2階会議室 
山川庁舎102会議室 
川島公民館会議室 
市役所1階相談室 
 
市役所1階相談室 
市役所1階相談室 

13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00 

 
9：00～12：00 
13：00～16：00 
10：00～12：00 
13：00～16：00 
9：00～12：00 

 
10：00～12：00 
10：00～12：00

10月11日貅 
10月16日貂 
11月  8日貅 
11月20日貂 

 
10月11日貅 
10月18日貅 
11月  5日豺 
11月  6日貂 
11月  8日貅 

 
10月19日貊 
11月16日貊 

〈 行 政 相 談 〉 

〈司法書士会による無料法律相談〉 

今
月
の
納
税 

国
民
健
康
保
険
税 

納
期
限 

第
４
期 

10
月
31
日
貉 

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動 

火 災  

救急出動 

1件 7
月 

累
計
 

15件 

156件 7
月 

累
計
 

967件 

青
少
年
育
成
補
導

心

飯
尾
敷
地
小
学
校
　
山
田
　
裕
一
　

心
の
中
に
は

わ
る
い
ぼ
く
と
い
い
ぼ
く
が

い
る
よ
う
な
気
が
す
る

べ
ん
き
ょ
う
す
る
ぼ
く

お
手
つ
だ
い
す
る
ぼ
く

な
ま
け
も
の
の
ぼ
く

い
じ
わ
る
を
す
る
ぼ
く

わ
る
い
ぼ
く
と
い
い
ぼ
く
が

い
る
よ
う
な
気
が
す
る

心
の
中
は
　
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ（「

ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
２
号
よ
り
）

★
家
族
み
ん
な
で
確
認
し

ま
し
ょ
う

危険な場所マップ
 

犯
罪
者
が
一
番
嫌
が
る

の
は
、
地
域
の
連
携
と

信
頼
感
で
す
。
ま
た
、

見
通
し
よ
く
整
備
さ
れ
、

夜
間
も
明
る
い
地
域
で

は
犯
罪
は
行
わ
れ
に
く

く
な
り
ま
す
。

★
家
族
で
守
る
「
我
が
家

の
ル
ー
ル
」
を
つ
く
り
、

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る

た
め
に
は
、
日
々
の
生
活

の
中
で
の
防
犯
指
導
が
繰

り
返
し
必
要
で
す
。
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10・11月 
休日・夜間在宅当番医表 ●平日／17時～23時　●休日／8時～23時 

※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。 
●○印は、休日診療日です。 
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。 
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確認
の上、ご利用ください。　　 ●問い合わせ／市健康推進課蕁澪6615

医　院　名 

糸 田 川 眼 科  

古 本 胃 腸 科  

後 藤 田 外 科  

美 摩 病 院  

グリーン耳鼻咽喉科 

渡 辺 医 院  

四 宮 医 院  

松 永 医 院  

木村内科胃腸科  

矢 田 医 院  

杉 山 医 院  

森 住 内 科 医 院  

谷 医 院  

筒 井 クリニック  

鈴木内科（敷地） 

電話番号 

24－2531 

24－7377 

24－2720 

24－2957 

24－2488 

24－7177 

25－2016 

42－2110 

24－6413 

25－2006 

25－2802 

22－3010 

42－2353 

24－3300 

24－5880

11月 

22 

24 

26 

27 

14 

28 

29 

30 

 

 

 

13

10月 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24

11月 

 

 

 

16 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

10月 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31

11月 

9 

10 

11 

12 

15 

17 

18 

19 

20 

21 

23 

25

10月 医　院　名 

鈴木内科（喜来） 

阿 部 整 形 外 科  

岸 整 形 外 科  

山下耳鼻咽喉科クリニック 

鴨 島 病 院  

富 本 医 院  

工 藤 内 科 医 院  

島 野 外 科 内 科  

高橋皮膚科クリニック 

麻名内科外科クリニック 

さ く ら 診 療 所  

井 内 内 科  

杏 和 医 院  

中西内科クリニック 

タ ナ カ 医 院  

電話番号 

24－3413 

24－4880 

25－3133 

42－7533 

24－6565 

42－3123 

42－3113 

25－3060 

24－5122 

26－0020 

42－5520 

24－3070 

22－0333 

42－6755 

22－1800

医　院　名 

鴨島耳鼻咽喉科  

いぬい産科婦人科クリニック 

かなめ小児科内科クリニック 

リバーサイドクリニック岡田 

石原内科循環器科 

梶本胃腸科内科  

三木リハビリテーション病院 

和田耳鼻咽喉科  

石 原 小 児 科  

大 久 保 診 療 所  

岡田医院（川島） 

糸田川クリニック 

◎小児救急医療体制…日曜日の9時～18時、
小児科専門医が診てくれます。 
●麻植協同病院 
●阿波病院（第1・3・5週だけ） 

 
 

蕁濆2101 
蕁濺5151

電話番号 

24－8070 

22－1230 

26－0310 

24－8884 

24－2536 

24－2413 

42－6616 

24－2566 

24－2388 

24－1703 

25－3566 

24－7555

 
2007年（

平
成
19年

）10月
号
 

通
巻
37号

 
発
行
／
吉
野
川
市
　
編
集
／
総
務
部
秘
書
企
画
課
 

〒
776-8611  徳

島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
115-1

T
E
L 0883-22-2221　

F
A
X
 0883-22-2244

U
R
L  http://w

w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/
E
-m
ail  m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。
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10月19日貊   午前10時　市役所イベント広場 

オープニングセレモニー 

市役所イベント広場 

　ＮＨＫ大河ドラマ「風林火山」から、武田晴信（信玄）

と由布姫、ほか2体。 

　川中島の戦いで対峙する武田信玄、上杉謙信、山本

勘助の人形3体。 

  「戸隠山の鬼女伝説」の人形2体と「子連れ狼」の人

形2体。 

　弘法大師空海の「切幡寺と空海の場面」2体。 

　このほか、各小中学校の作品やたくさんの菊花作品

が展示されます。 

たいじ 

とがくしやま 

JR鴨島駅前 

　NHK大河ドラマ「風林火山」から武田晴信（信玄）と

由布姫の人形2体。 

《問い合わせ》 菊人形・菊花展実行委員会 
（吉野川市商工会議所内） 
蕁濆2274

第67
回 鴨島大菊人形第67
回 鴨島大菊人形同時開催 

第75回 四国菊花品評会 
●と　き　10月19日貊～11月23日貊  午前8時～午後9時 
●ところ　市役所イベント広場・ＪＲ鴨島駅前 
●と　き　10月19日貊～11月23日貊  午前8時～午後9時 
●ところ　市役所イベント広場・ＪＲ鴨島駅前 

入場 
無料 


